
「はだかの王さま」(EJ バ) 
アンデルセン／作 

バージニア・リー・バートン／絵 

乾 侑美子／訳 岩波書店 
 

あたらしいふくが大すきな王さまのもとに

このうえなくうつくしいふくがつくれると

いうふたりの男がやってきた。そのふくは

まほうのぬのでおられていて、かしこい人

にしか見えないという。 

「みしのたくかにと」(JP マ) 
松岡 享子／作 大社 玲子／絵 こぐま社 
 

べんきょうばかりさせられて、びょうきに

なりそうな王子さま。「もうごはんなんか

いらない」となく王子さまがたったひとつ

たべたかったものは、だれもしらないたべ

ものだった。 
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もうすぐ新学期
し ん が っ き

。あたらしいともだちができたら、

どんなことがすきかきいてみよう！ こんかいは、

「すき・きらい」の本をたくさんあつめたよ。 

「すきなことにがてなこと」(EE ダ) 

新井 洋行／作 嶽 まいこ／絵 くもん出版 
 

ぼくはスポーツがすきだけど、みんなの

まえではなすのがにがて。りんちゃんは

はなすのがすきだけど、どうぶつがにが

て…。みんなの「すき」と「にがて」が

つながっていくよ。 

「てですき・きらい」(EL セ) 
田中 ひろし／文 せべ まさゆき／絵 

ほるぷ出版 
 

みんなは手話
し ゅ わ

をならったことはある？ 

右手をのどもとにおいて、ゆびをとじなが

らななめ下にひっぱる。これは、「すき」

といういみなんだよ。じぶんのきもちを 

手話でつたえてみよう！  

 

「手であそぼう」シリーズは6かんまであるよ。 



「世界でいちばんやかましい音」
ベンジャミン・エルキン／作

太田 大八／絵 こぐま社 
 

やかましいことが大すきな王子さまが、たん

じょう日に、せかいいちやかましい音がきき

たいといいだした。そこで、せかいじゅうの

人たちが、おなじじこくに、いっせいにさけ

ぶことになったよ。

いったい、どんな音が

きこえるんだろう？ 

「なんでもふたつさん」(JE ク) 

M.S.クラッチ／ぶん 光吉 夏弥／やく 

K.ビーゼ／え 大日本図書 
 

なんでもふたつさんは、なんでもふたつずつ

そろえるのが大すき。だから、ふくも、いえ

も、しごとだって、ぜんぶふたつずつもって

いる。 けれど、子どもは

むすこのピーターがひとり

だけ。ある日、ピーターに

そっくりな男の子がきん

じょにひっこしてきて…。 

「あるくのがきらいな王さまのはなし」
(JE マ) 

松野 正子／作 岡田 淳／絵 PHP研究所 
 

あるところに、あるくのがきらいな王さまが

いた。王さまは、どこへいくにも、かならず

ばしゃにのっていく。 

ある日、となりのくにの

おひめさまにあいにいく

ことに。とてもたのしみ

にしていたのに、きゅう

にばしゃがつかえなく

なってしまった！ 

「おさらをあらわなかったおじさん」

フィリス・クラジラフスキー／文

バーバラ・クーニー／絵 光吉

岩波書店 
 

りょうりをするのが大すきなおじさん。でも

おさらをあらうのはめんどくさいからあした

にしよう。つぎの日もその

つぎの日も、よごれたおさ

らはどんどんつみあがっ

て、とうとう
らけ。

「キュッパのはくぶつかん」(EE ヨ) 

オーシル・カンスタ・ヨンセン／さく 

ひだに れいこ／やく 福音館書店 
 

キュッパはいろいろなものをあつめるのが 

すきな、まるたの男の子。ひろったものは 

しらべて、ぶんるいを 

して、ラベルをつけて 

からしまっているよ。 

でも、ものがいっぱいに

なって、しまうところが

なくなっちゃった！ 

「世界でいちばんやかましい音」(JE エ) 
ベンジャミン・エルキン／作 松岡 享子／訳 

こぐま社 

やかましいことが大すきな王子さまが、たん

じょう日に、せかいいちやかましい音がきき

たいといいだした。そこで、せかいじゅうの

人たちが、おなじじこくに、いっせいにさけ

いったい、どんな音が

「わにのはいた」(JE ド) 
マーガリット・ドリアン／ぶんとえ 

光吉 夏弥／やく 大日本図書 
 

はがいたくて、ねむれなかったわにのアリ。

えんちょうにいわれて、しぶしぶはいしゃに

いくことに。でもバスを

のりまちがえたよ。まあ

いいや、だっていきたく

ないんだもん。 

「おさらをあらわなかったおじさん」 
(JE ク) 

フィリス・クラジラフスキー／文 

 光吉 夏弥／訳 

りょうりをするのが大すきなおじさん。でも

おさらをあらうのはめんどくさいからあした

にしよう。つぎの日もその

つぎの日も、よごれたおさ

らはどんどんつみあがっ 

て、とうとう家中
うちじゅう

おさらだ 
らけ。 


